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４０ 
スクール・エンパワーメント推進事業 
（学校図書館を充実・活用するためのモデル小学校） 
大阪府 高石市立取石小学校 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 高石市取石３丁目 14－23 

児童生徒数 512 人 

教職員数 34 人 

蔵書数 6,985 冊 

年間貸出冊数 15,755 冊  

  
【テーマ】授業改善、教員による利活用の推進 

【活動のねらい】 

 高石市立取石小学校では、全国学力・学習状況調査等の結果か
ら、児童の読解力や表現力における課題や、読書の習慣が少ない
児童が多数いるという課題が明らかとなった。 

 児童が本に親しむ機会を増やすとともに、問題の意図を読み取り自
分の考えを書くことができるようにするなど、児童の言語能力を育成
することをめざしている。 

 

 
 
 

 大阪府では、小学校 12 校に府独自で学校図書

館担当教員を配置し、学校図書館の機能や図書

資料等を有効に活用した授業を研究し、言語能

力の育成に向けた実践事例を府域へ発信する

取組みを進めている。 

 この事業実施校では、 

子どもたちが本に親しむ機会を増やすこと 

学校図書館を活用した授業を充実させること 

学校図書館の充実に向けた環境整備を行うこと 

の大きく３つの取組みを通して言語能力の育成

をめざしている。 

 学校図書館を活用して、子どもたちにつけたい

力を明確にした授業づくりを全学年・全ての教

科で意識して、学校全体で取組みを進めている

ところである。 

 事業実施校の１つである取石小学校では、学校

図書館担当教員を中心に学校図書館の環境整

備を行うとともに、学校全体で系統的に学校図

書館を活用した各教科の授業づくりに取り組

んでいる。 

 具体的には、主体的・対話的で深い学びのある

授業づくりに向けて、学校図書館全体計画に基

づき全学年の学級担任が学校図書館担当教員

や学校司書と連携して、月に１～３単元で学校

図書館や公立図書館の蔵書、コンピュータ及び

タブレット端末を活用した調べ学習や並行読

書などに取り組んでいる。 

 また外部講師を招聘し、指導案や授業の発問の

仕方等の指導助言を受け、教職員が一体となっ

て学校図書館を活用して言語能力を高めるた

めの授業力の向上に取り組んでいる。 

 
 
 
 
 

 取石小学校では、ねらいの達成に向けて、これ

までにも書く力を育成するための取組みを継

続して行ってきたが、資料をもとに相手にわか

りやすく伝えたり紹介したりする言語活動を

さらに授業で取り入れた。 

 あわせて、多くの図書に触れ、描写や表現の仕

方を学ぶ活動や、要約する活動を通して語彙数

を増やすように工夫した。 

 また、授業の中で学校図書館の図書や資料など

を活用する機会を増やし、学習を深めたり、探

究的な学習を行ったりすることができるよう

に、これまでの読書センターとしての役割とと

もに、学校図書館が情報センターや学習センタ

ーとしてより機能するよう努めた。 

 
 

 
 

 取石小学校では、国語科での並行読書に加えて、

図画工作科や総合的な学習の時間等で教科横

断的に取組みを進めた結果、読書感想画や本の

帯等、学習の成果物から、児童の学びがこれま

でより深まってきている。 

 

取組・活動の概要 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 
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資料をもとに相手にわかりやすく伝えたり紹介したり
する言語活動の授業例 

 

 また児童アンケートにおいても、「わからない

ことがあれば自分で調べようとする」、「読書が

好き」などの項目で成果がみられた。 

 さらに、学校司書とともに全教員で、児童が学

んだことを活用し、書いたり、発表したりする

言語活動を取り入れた授業に向けた指導案検

討を行い、授業研究を通じて、教員が単元を貫

く言語活動を意識した授業づくりを行うこと

で、子どもが意欲的に取り組み、語彙が豊かに

なったり、自らわからないことを調べたり、本

を読むようになったりするなどの変化があっ

た。 

 今後も大阪府では、取石小学校を含む事業実施

校において継続して研究を行い、これらの実践

については府のウェブページやフォーラム等

を通じて府域全体に普及するとともに、中学校

においても研究を進める予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


